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資
料
紹
介

前
川
正
の
短
歌

―
⽝
生
命
に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
⽞
未
収
録
歌
を
中
心
に

田

中

綾
・
一

色

紗
矢
香
・
池

田

和

利

キ
ー
ワ
ー
ド
：
三
浦
綾
子
、
前
川
正
、
短
歌
、⽝
道
あ
り
き
⽞、

⽛
羊
蹄
⽜、⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜、⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
⽜、
土
屋
文
明
、
単
行

本
未
収
録

前
川
正た

だ
し
（
一
九
二
〇
～
一
九
五
四
年
）
の
名
は
、
三
浦
綾
子
の

自
伝
的
小
説
⽝
道
あ
り
き
〈
青
春
編
〉⽞（
主
婦
の
友
社
、
一
九
六

九
年
）
や
、
三
浦
（
堀
田
）
綾
子
と
の
往
復
書
簡
を
中
心
と
し
た

⽝
生
命

い
の
ち

に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
⽞（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）
で

知
ら
れ
て
い
る
。
三
浦
綾
子
よ
り
二
歳
上
の
幼
な
じ
み
で
あ
り
、

闘
病
中
の
綾
子
に
短
歌
創
作
と
聖
書
を
読
む
こ
と
を
教
え
、
励
ま

し
続
け
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
北
大
医
学
部
在
学
中
か
ら
短
歌
を

作
り
は
じ
め
、
全
国
的
な
歌
誌
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
を
中
心
に
発
表
し

て
い
た
が
、
肺
結
核
に
罹
り
、
一
九
五
四
年
五
月
に
死
去
。
享
年

は
三
十
三
で
あ
っ
た
。

前
川
正
の
短
歌
は
、⽝
道
あ
り
き
〈
青
春
編
〉⽞
に
十
六
首
収
録
（
1
）

さ
れ
て
お
り
、
初
出
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
（
2
）誌
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

田
中
綾
⽛
三
浦
綾
子
⽝
道
あ
り
き
〈
青
春
編
〉⽞
の
引
用
歌
―

小
説

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

に
お
け
る
短
歌
引
用
と
い
う
戦
略

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

⽜
（
3
）で
検
証
し
た
。
本

稿
で
は
、
そ
こ
で
課
題
と
し
て
挙
げ
た
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
以
外
の
歌

誌
で
の
初
出
を
可
能
な
限
り
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、⽝
生
命
に

刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
⽞
巻
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
⽛
前
川
正
歌
集
⽜

（
全
二
七
三
首
）
に
未
収
録
の
短
歌
百
十
首
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
ず
、
前
川
正
が
寄
稿
し
た
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
以
外
の
歌
誌
に
つ
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い
て
短
く
述
べ
て
お
き
た
い
。

⽛
羊
蹄
⽜
は
、⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
の
北
海
道
内
会
員
の
地
方
機
関
誌

と
し
て
、
一
九
四
六
年
九
月
か
ら
一
九
四
九
年
十
月
号
ま
で
刊
行

さ
れ
た
。
Ṥ
口
賢
治
（
4
）が
中
心
と
な
り
、
編
集
発
行
人
は
小
森
汎
、

発
行
所
は
、
当
初
は
⽛
札
幌
市
南
十
三
条
西
十
二
丁
目

Ṥ
口
賢

治
方
⽜
で
あ
っ
た
が
、
三
巻
九
・
十
月
号
（
一
九
四
八
年
十
月
）

か
ら
⽛
札
幌
市
南
一
条
西
三
丁
目
富
貴
堂
内
札
幌
講
談
社
方
⽜
に

移
っ
た
。
会
員
は
道
内
外
に
約
三
百
名
い
た
が
、
Ṥ
口
の
東
京
転

住
を
機
に
廃
刊
と
な
っ
た
。
の
ち
の
⽛
北
海
道
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
刊
行

に
つ
な
が
る
歌
誌
の
一
つ
で
も
あ
る
。

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
⽜（
一
、
二
号
）、⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会

報
⽜（
三
～
十
七
号
）、⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜（
十
八
～
四
十
二

号
）
は
、
前
川
正
を
編
集
者
と
す
る
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
の
地
方
誌
で

あ
っ
た
。
発
行
所
や
発
行
人
の
記
載
は
号
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら

れ
た
が
、⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
の
発
行
所
は
、⽛
旭
川
市
一
区

番
外
地

細
谷
弘
治
方
⽜（
第
二
十
四
号
・
一
九
五
二
年
一
月
か
ら

は
⽛
旭
川
市
春
光
町
一
区
番
外
地
⽜）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
川
正

が
手
術
・
入
院
後
の
第
三
十
七
号
（
一
九
五
三
年
八
月
十
六
日
）

か
ら
、
編
集
者
は
武
田
信
義
に
変
更
に
な
り
、
一
九
五
四
年
二
月

で
終
刊
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
上
出
恵
子
に
よ
る
綿

密
な
調
査
⽛⽝
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
⽞
に
お
け
る
三
浦
（
堀
田
）

綾
子
の
短
歌
そ
の
他
⽜
に
詳
し
い
（
5
）。

以
下
、
発
表
年
順
に
短
歌
資
料
を
紹
介
し
て
い
く
が
、
歌
番
号

は
便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
。
☆
★
は
同
一
歌
と
思
わ
れ
る
（
6
）た
め
、

時
期
の
早
い
⽛
☆
⽜
に
の
み
歌
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
歌
番
号

の
上
の
⽛
＊
⽜
は
、⽝
生
命
に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
⽞
に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
、
単
行
本
未
収
録
歌
百
六
首
で
あ
る
。

な
お
、⽛
羊
蹄
⽜⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
誌
に
お
け
る
漢
字
の
旧
字
体
は
、

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
変
換
し
得
る
も
の
の
み
反
映
さ
せ
た
。
ゲ
ラ

刷
り
の
⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
⽜⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜⽛
旭

川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
は
、
ほ
ぼ
新
字
体
で
あ
る
た
め
、
特
別
に
旧

字
体
を
使
用
し
た
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
み
反
映
さ
せ
た
。

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
六
年
七
月
号

七
月
集

其
三

⚑
・
煤
㕙
に
黑
ず
む
春
の
㘹
の
上
投
げ
㗬
て
ら
れ
し
蟹
の
甲
赤
し

⽛
羊
蹄
⽜
創
刊
号
（
一
九
四
六
年
九
月
）
九
月
集

其
一

⚒
・
濁
流
の
引
き
し
な
だ
ら
の
砂
の
跡
川
原
に
立
ち
て
厭
か
ず
眺
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め
き

⚓
・
笹
原
の
騷
立
ち
み
ゆ
る
春
の
風
は
廣
き
野
面
に
渡
リマ

マ

初
め
し

ら
し

⚔
・
黄
昏
れ
し
廊
下
を
ゆ
け
ば
生
理
學
研
究
室
の
㙁
に
猫
の
鳴
聲

き
こ
ゆ

⽛
羊
蹄
⽜
一
巻
十
一
号
（
一
九
四
六
年
十
一
月
）
短
歌
作
品

其
二

⚕
・
白
樺
の
葉
が
き
ら
め
き
て
搖
る
る
時
枝
に
吊
る
さ
れ
た
ワ
イ

シ
ヤ
ツ
ひ
か
る

⚖
・
講
義
室
の
窓
明
け
放
た
れ
て
若
葉
風
す
が
し
き
中
に
ノ
ー
ト

す
吾
は

⚗
・
㚙
綠
に
き
ら
め
く
柔
葉

に
こ
ば

白
樺
の
樹
下
に
蒲
公
英
の
呆
け
飛
び

立
つ

⽛
羊
蹄
⽜
一
巻
十
二
号
（
一
九
四
六
年
十
二
月
）
短
歌
作
品

其
二

⚘
・
局
㘂
を
ば
放
射
狀
に
取
卷
い
て
止
血
鉗
子
の
色
の
冷
た
し

⚙
・
腹
膜
を
切
れ
ば
㚙
黃
の
大
腸
の
う
ね
り
ゆ
く
み
ゆ
オ
ー
メ
ン

ト
ム
・
マ
ー
ユ
ス
も
見
ゆ

⽛
羊
蹄
⽜
一
巻
十
二
号
（
一
九
四
六
年
十
二
月
）
歌
會
報
⽛
羊
蹄
⽜

創
刊
記
念
歌
會
作
品
（
7
）

＊
10
・
公い

孫て

樹ふ

葉
の
吹
き
溜
り
た
る
鋪
裝
路
に
遲
れ
し
妻
を
Ｇ
・
Ｉ

は
待
ち
ゐ
る

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
一
月
特
別
号
（
一
九
四
七
年
一
月
）
短
歌
作
品

其

二11
・
二
里
あ
ま
り
冷
き
水
を
の
ぼ
り
來
て
日
蔭
の
澤
に
吾
山や

女ま

魚め

釣
る

12
・
發
電
機

ダ
イ
ナ
モ

の
唸
り
轟
く
發
電
㘂
の
二
階
に
友
と
酒
を
酌
み
て
を

り

13
・
鐵
骨
と
得
子

が
い
し

は
㙫
の
露
に
霑
れ
四
基
の
大
變
厭
器
の
低
き
唸

り
は
聞
ゆ

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
三
号
（
一
九
四
七
年
三
月
）
短
歌
作
品

其
二

14
・
㘹
の
降
る
㕆
き
ま
ひ
る
の
街
角
に
酸
素
熔
接
の
靑
き
閃
き

15
・
鈴
の
㕠
の
靜
か
な
る
馬
は
氷
柱
の
靑
く
透
き
し
を
橇
に
曳
き

ゆ
く

16
・
病
む
床
に
一
人
仰
向
き
爪
切
れ
ば
冴
え
た
る
㕠
の
響
く
こ
の
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㙫

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
六
号
（
一
九
四
七
年
六
月
）
短
歌
作
品

其
二

17
・
夕
さ
れ
ば
熱
の
こ
も
ら
ふ
た
ゆ
き
身
を
言
ひ
つ
つ
ア
ス
ピ
リ

ン
錠
劑
を
嚙
む

18
・
羊
蹄
の
㗂
植
多
き
に
省
み
れ
ば
校
正
手
傳
に
ゆ
か
ず
久
し
き

＊
19
・
障
子
明
る
き
部
屋
に
靜
臥
し
つ
つ
佇
一
つ
ゆ
る
く
飛
ぶ
を
眺

め
を
り

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
七
・
八
号
（
一
九
四
七
年
八
月
）
短
歌
作
品

其
二

20
・
汗
あ
え
て
登
り
て
來
れ
ば
水
あ
り
て
水
の
ほ
と
り
の
木
仿

瑞
々
し

＊
21
・
公
孫
樹
葉
の
吹
溜
り
た
る
舖
裝
路
を
踏
み
し
だ
き
つ
つ
ジ
ー

プ
ゆ
く
㙫

22
・
山
羊
に
曳
ḡ
ら
れ
小
走
に
な
り
て
少
年
は
傾
斜
の
下
の
草
萌

に
立
つ

23
・
血
沈
値
の
大
き
か
り
し
に
こ
だ
は
り
て
眩
し
き
街
を
默
し
て

歸
る

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
九
・
十
号
（
一
九
四
七
年
十
月
）
短
歌
作
品

其
二

24
・
虫
ᷰ
ひ
し
蕗
の
廣
葉
の
生
ひ
茂
り
日
射
豊
け
き
山
峽
の
㚋

25
・
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
片
山
首
相
の
事
に
も
ふ
れ
基
督
敎
靑
年
曾
の

相
談
㗸
へ
ぬ

26
・
ラ
ヂ
オ
・
チ
ヤ
ー
チ
の
時
間
と
な
り
て
暫
は
靜
臥
の
儘
に
聖

書
を
開
く

27
・
食
慾
も
な
く
て
夕
は
疲
れ
た
り
自
ら
腕
に
ヴ
イ
タ
ミ
ン
を
打

つ

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
十
一
号
（
一
九
四
七
年
十
一
月
）
短
歌
作
品

其
二

28
・
羊
蹄
と
は
植
物
に
し
て
ぎ
し
ぎ
し
の
異
名
な
る
こ
と
を
圖
鑑

に
て
知
り
ぬ

29
・
刺
繡
せ
る
大
き
バ
ツ
グ
を
手
に
持
ち
て
純
白
の
靴
の
輕
き
足

ど
り

植
村
環
女
史

30
・
黑
き
ロ
ー
ブ
に
純
白
の
ネ
ツ
ク
・
レ
ー
ス
飾
り
て
一
人
講
壇

に
立
つ
見
ゆ

31
・
は
す
に
か
ぶ
り
し
帽
子
の
下
の
瞳ま

み

は
澄
み
靜
な
る
聲
で
語
り

出
づ
る
も
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32
・
花
甕
に
あ
や
め
の
尖
葉
ゆ
ら
ぎ
つ
つ
祈
ら
む
と
し
て
眼
つ
む

る
環た

ま
き

先
生

33
・
會
衆
の
彼
方
に
豊
な
頰
は
見
え
時
々
は
澄
め
る
讃
美
歌
の
聞

こ
ゆ

⽛
羊
蹄
⽜
二
巻
十
二
号
（
一
九
四
七
年
十
二
月
）
短
歌
作
品

其
二

34
・
公
園
の
木
立
の
路
を
女
學
生
輕
々
と
自
轉
車
を
踏
み
て
來
り

ぬ

35
・
落
葉
の
路
歩
み
躇た

め
ら

ふ
少
女
あ
り
白
足
袋
の
色
の
淸
し
か
る

か
な

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
七
年
十
二
月
号

十
二
月
集

其
三

36
・
公
園
の
木
立
の
中
を
並
び
ゆ
く
に
何
か
戀
人
の
如
き
錯
覺

37
・
こ
の
ま
ま
抱
擁
せ
ば
如
何
な
ら
む
な
ど
と
想
ひ
つ
つ
㕆
き
道

を
處
女
と
並
び
ゆ
く

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
一
月
特
別
号
（
一
九
四
八
年
一
月
）
短
歌
作
品

其

二38
・
醉
ひ
て
踊
る
人
等
と
離
れ
て
若
き
少
女
ら
圓
く
坐
り
聖
書
讀

み
讃
美
歌
を
唱
ふ

39
・
柏
葉
一
片ひ

ら

一
片ひ

ら

と
散
る
高
臺
に
司
會
の
處
女
の
祈
の
聲
は
㚈

る

40
・
風
通
る
二
階
の
窓
の
凭
り
立
ち
て
リ
ル
ケ
の
詩
を
ば
二
三
頁

讀
む

41
・
脣
の
乾
き
に
て
睲
め
し
眞
夜
に
し
て
試
驗
電
波
の
放
送
の
こ

ゑ

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
二
号
（
一
九
四
八
年
二
月
）
短
歌
作
品

其
二

42
・
轉
々
と
職
を
か
へ
ゆ
く
君
は
今
㘇
小
學
校
卒
業
の
學
歴
を
い

ふ

43
・
花
甕
の
素
枯
れ
し
菊
の
㙁
に
し
て
牧
師
は
吾
等
に
箴
言
を
說

く

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
三
号
（
一
九
四
八
年
三
月
）
短
歌
作
品

其
二

＊
44
・
マ
ン
ホ
ー
ル
の
下
流
れ
ゆ
く
水
の
㕠
霧
深
き
㙫
を
出
で
て
來

れ
ば

45
・
父
に
語
る
母
の
言
葉
の
㚻
凡
な
る
に
焦
々
と
し
て
今
㘇
早
く

床
に
入
る
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46
・
保
存
せ
し
芳
蘭
支
那
料
理
㗚
單
一
部
又
し
て
も
談
イ
ン
フ
レ

に
及
ぶ

47
・
白
々
と
構
內
照
明
塔
に
光
あ
り
引
㗓
線
貨
車
群
の
屋
根
に
積

む
㘹

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
三
月
号

三
月
集

其
三

48
・
意
識
的
に
一
線
を
引
き
て
處
女
に
對
す
る
も
永
病
む
吾
の
小

さ
き
倫
理

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
四
号
（
一
九
四
八
年
四
月
）
短
歌
作
品

其
二

49
・
ル
ー
テ
ル
の
宗
敎
改
革

レ
フ
オ
ル
マ
チ
オ
ン

研
究
を
處
女
說
く
時
に
硬
き
ド
イ
ツ

語
の
發
㕠

50
・
ス
ト
ー
ブ
の
火
勢
衰
へ
來
る
頃
漸
く
㗸
へ
ぬ
圖
書
分
類
カ
ー

ド
二
萬
枚
の
整
理

51
・
零
下
三
十
度
の
今
日
も
單
調
に
昏
れ
ゆ
け
ば
六
疊
の
間
に
淡

し
蠟
燭
送
電

52
・
師
範
生
宗
敎
へ
の
關
心
を
ẍ
笑
し
虛
無

ニ
ヒ
ル

を
言
ひ
て
煙
草
を
ふ

か
す

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
五
・
六
号
（
一
九
四
八
年
六
月
）
短
歌
作
品

其
二

53
・
未
だ
尙
萌
ゆ
る
も
の
な
き
枯
野
原
舊
練
兵
場
に
荒
く
吹
く
風

54
・
戀
愛
と
結
婚
特
輯
號
の
雜
誌
を
ば
眼
鏡
を
取
り
て

讀
み
始

む

55
・
殺
さ
れ
し
ガ
ン
ヂ
ー
に
ふ
れ
不
可
能
と
思
は
れ
む
主
義
を
㑲

け
と
い
ふ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
六
月
号

六
月
集

其
三

56
・
さ
ざ
め
き
て
來
る
處
女
の
一
團
此
所
に
も
ま
た
亂
れ
來
し
日

本
の
語
法

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
七
月
号

七
月
集

其
二

57
・
つ
づ
ま
り
は
主
體
性
と
い
ふ
語
に
逃
避
す
る
君
も
僕
も
雜
誌

よ
り
の
知
識
に
て

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
七
・
八
号
（
一
九
四
八
年
八
月
）
短
歌
作
品

其
二

58
・
㘹
解
の
水
は
㕠
た
て
流
れ
つ
つ
裏
街
の
家
の
軒
に
鳴
く
鳩

59
・
俄
雨
上
が
り
し
鋪
㚋
輝
き
て
金
魚
の
鉢
を
並
べ
置
く
店

60
・
冷
々
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
水
を
打
ち
し
藥
局
に
入
り
氷
囊
を
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購
ふ

61
・
祈
禱
す
る
ひ
そ
け
さ
に
ゐ
て
頭
上
よ
り
ḙ
隱
れ
に
銳
き
鳥
の

聲

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
八
月
号

八
月
集

其
二

62
・
性さ

が

明
る
き
君
が
默
し
て
從
ふ
は
吾
が
感
㘒
に
氣
づ
き
し
故
か

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
九
月
号

九
月
集

其
二

63
・
粉
炭
の
中
に
ま
じ
り
し
松
の
葉
が
靜
臥
始
め
し
部
屋
に
か
を

り
ぬ

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
九
・
十
号
（
一
九
四
八
年
十
月
）
短
歌
作
品

其
二

＊
64
・
電
壓
の
低
く
な
り
た
る
ラ
ヂ
オ
を
ば
諦
め
つ
今
㘇
も
早
く
寢

ね
む
よ

65
・
基
督
者

ク
リ
ス
チ
ヤ
ン

に
は
戀
愛
は
罪
惡
か
と
の
反
撥
が
牧
師
の
說
敎
よ
り

萠
し
來
り
ぬ

66
・
ἷ
桃
腺
の
熱
に
臥
れ
る
數
日
に
葱
の
ᷰ
ひ
た
き
幾
㙫
か
あ
り

67
・
性
慾
の
處
理
の
こ
と
な
ど
躊
ら
は
ず
問
ふ
君
に
異
な
る
世
代

を
感
ず

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
十
月
号

十
月
集

其
二

68
・
英
文
タ
イ
プ
修
得
が
吾
が
望
み
に
て
月
謝
の
工
面
が
今
月
も

出
來
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
十
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

＊
69
・
肩
抱
き
媚
び
る
が
如
く
私
語

さ
さ
や

く
を
傍
ら
に
し
て
淸
し
我
等
は

⽛
羊
蹄
⽜
三
巻
十
二
号
（
一
九
四
八
年
十
二
月
）
短
歌
作
品

其
二

70
・
首
突
出
し
媚
び
る
笑
み
に
て
マ
イ
ク
に
向
ふ
女
黨
員
は
物
慣

れ
し
口
調
に

＊
71
・
木
洩
陽
も
射
さ
ぬ
樹
蔭
の
芝
草
に
ひ
そ
ひ
そ
と
し
て
語
ら
ふ

二
人

72
・
鮮
か
に
隈
を
取
り
た
る
唇
は
敬
語
な
ど
を
言
へ
ば
皮
㚏
に
ゆ

が
む

73
・
水
垢
の
㚴
き
た
る
池
の
枯
れ
蓮
秋
の
㖧
氣
の
冷
々
と
し
て

74
・
雨
に
ぬ
れ
夜
の
鋪
㚋
は
輝
や
き
ぬ
林
檎
屋
の
店
洋
裁
店

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
八
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

75
・
收
獲
の
濟
み
し
畑
に
殘
り
た
る
紫
蘇
の
實
も
今
㙫
は
土
に
散
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り
た
り

⽛
羊
蹄
⽜
四
巻
一
・
二
号
（
一
九
四
九
年
二
月
）
短
歌
作
品

其
二

76
・
サ
ン
ダ
ル
を
素
足
に
穿
け
る
少
女
ゐ
て
草
生
し
づ
か
に
夕
か

げ
り
來
る

77
・
秋
の
陽
の
淡
く
照
ら
せ
る
切
株
田
緬
羊
が
二
頭
草
ᷰ
み
て
ゐ

る

78
・
鷄
小
屋
に
鷄
交
尾
す
る
さ
ま
を
見
て
昻
り
も
な
く
靜
臥
に
は

い
る

79
・
愛
㘒
の
手
紙
も
何
か
わ
づ
ら
は
し
蟋
蟀
の
聲
澄
み
て
㖈
り
ぬ

80
・
唇
を
得
し
と
思
ひ
し
た
ま
ゆ
ら
に
息
荒
々
と
眼
覺
め
け
る
は

や

81
・
緬
羊
が
草
ᷰ
む
横
を
通
り
過
ぎ
尙
奥
深
き
林
檎
園
を
ゆ
く

82
・
灌
漑
溝
の
澄
み
た
る
水
に
つ
き
の
ぼ
り
林
檎
園
へ
の
小
道
濕

れ
る
に
入
る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

83
・
踏
み
ゆ
け
ば
靴
に
抵
抗
感
が
柔

や
は
ら
か

し
ク
ロ
ー
バ
ー
に
霜
結
ぶ

凍
土
の
道

84
・
意
氣
地
な
く
距
離
を
保
ち
て
交
は
れ
ば
處
女
は
次
々
と
吾
を

離
れ
ゆ
く

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

85
・
若
き
ら
が
萌
す
不
安
に
お
び
え
つ
つ
敎
授
等
の
入
黨
を
傳
へ

來
り
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

86
・
今
度
こ
そ
は
迎
合
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
で
ゐ
た
く
な
し
外
電
は
原

子
戰
爭
の
悲
慘
を
傳
ふ

87
・
㚻
和
を
ば
唯
祈
る
よ
り
術
な
き
か
組
織
な
く
氣
力
な
き
ク
リ

ス
チ
ヤ
ン
我
等

⽛
羊
蹄
⽜
四
巻
五
・
六
号
（
一
九
四
九
年
六
月
）
短
歌
作
品

其
二

88
・
打
ち
つ
く
る
如
き
言
葉
を
交
す
聞
く
女
を
交
へ
し
學
生
の
一

群

89
・
眞
夜
中
を
熱
こ
も
り
來
て
眠
れ
ね
ば
上
の
垂
訓
を
吾
は
讀
む

な
り

90
・
明
方
に
起
り
し
咳
に
苦
し
み
つ
治
ま
れ
ば
淡
き
淡
き
く
れ
な
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ゐ
の
㖧

91
・
た
は
や
す
く
君
の
肩
に
手
を
置
く
奴
も
居
て
思
は
ず
吾
の
昻

り
と
な
る

92
・
戰
爭
を
鼓
吹
せ
ざ
り
し
消
極
を
今
と
な
り
孤
高
者
と
自
誇
す

る
グ
ル
ー
プ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

93
・
㚻
和
と
は
永
劫
の
希
望
か
と
思
ふ
時
風
見
矢
が
方
向
を
轉
じ

た
り

94
・
地
下
に
潜く

ぐ

る
覺
悟
つ
か
ね
ば
入
黨
を
す
す
む
る
君
に
吾
は
無

言
な
り

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

95
・
サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
て
晝
間
の
街
に
出
づ
永
病
め
ば
ア
カ
シ
ア

の
芽
吹
き
に
も
感
傷
し
つ
つ

96
・
敎
會
の
プ
チ
ブ
ル
性
を
肯
へ
ば
或
時
は
僕
も
思
ふ
ク
リ
ス
チ

ヤ
ン
・
コ
ミ
ユ
ニ
ス
ト
の
可
能
性
を

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

97
・
暴
力
を
否
定
す
る
我
等
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
勞
組
で
常
に
反
動
と

呼
ば
れ
て

⽛
羊
蹄
⽜
四
巻
九
・
十
号
（
一
九
四
九
年
十
月
）
短
歌
作
品

其
二

98
・
麥
の
秀
に
光
集
る
岡
の
道
永
病
む
こ
と
を
嘆
き
て
く
だ
る

99
・
唐
黍
の
瘦
せ
た
る
が
立
つ
畑
の
道
試
歩
す
る
君
に
從
ひ
て
ゆ

く

100
・
醉
ひ
て
ゐ
る
君
を
抱
へ
て
歸
る
時
人
氣
な
き
鋪
道
を
猫
横よ

切ぎ

り
ゆ
く

101
・
黨
に
入
り
一
つ
理
論
を
單
純
に
信
ず
る
君
旣
に
異
な
る
世
界

102
・
外
電
の
短
き
記
事
に
怖
れ
つ
つ
或
る
結
論
を
抽
き
出
さ
む
と

す

103
・
中
國
に
擴
り
て
ゆ
く
革
命
か
心
沁
む
大
學
生
の
加
は
る
こ
と

も

104
・
夕
暮
の
堤
に
咳
け
ば
立
留
る
川
か
ら
靄
は
絕
え
ず
昇
る
か
な

105
・
ゆ
る
く
ゆ
る
く
風
㙋
計
が
廻
り
ゐ
つ
病
め
る
孤
獨
を
ば
君
嘆

く
と
き

106
・
豚
㚏
が
煮
立
ち
生
姜
が
香
に
立
つ
夜
こ
の
安
ら
ぎ
に
賴
ら
む

と
す
る
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107
・
銀
紙
を
む
き
て
チ
ー
ズ
を
口
に
入
れ
そ
の
ま
ま
㙫
の
靜
臥
に

入
る

108
・
娶
る
こ
と
な
く
て
病
み
つ
つ
果
つ
る
べ
し
ま
た
雹
の
降
る
季

節
と
な
り
つ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
十
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

109
・
カ
ー
テ
ン
の
な
び
か
ふ
白
く
塗
り
し
家
永
病
む
身
を
ば
嘆
き

來
つ
れ
ば

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
⽜
第
一
号
（
奥
付
な
し
、
一
九
四
九
年
十

月
か
）

110
・
日
本
に
レ
ヂ
ス
タ
ン
ス
の
無
か
り
し
を
悔
し
と
會
へ
ば
今
日

も
嘆
か
ふ

＊
111
・
ガ
ス
管
の
埋
設
工
事
土
を
掘
る
裸
身
汗
せ
る
は
伛
人
な
ら
ず

＊
112
・
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
の
日
和
見
主
義
を
反
動
と
い
ふ
五
十
嵐
久
弥

の
太
き
聲
吾
に
向
く

＊
113
・
ト
ラ
ツ
ク
が
ク
ラ
ツ
チ
を
切
り
替
へ
て
重
々
と
眼
下
の
坂
昇

り
ゆ
く

114
・
伸
び
枯
れ
し
蕨
の
立
て
る
丘
に
居
て
或
る
か
な
し
み
に
吾
は

耐
へ
を
り

＊
115
・
墓
石
群
曇
の
丘
に
鎮
ま
れ
ば
吾
が
か
な
し
み
も
を
さ
ま
る
如

し

＊
116
・
荻マ

マ

の
花
も
既
に
終
り
と
嘆
き
言
ひ
春
光
台
の
丘
の
ぼ
り
ゆ
く

＊
117
・
赤
土
が
蜒
々
と
つ
づ
く
丘
の
道
轍
の
あ
と
の
水
し
ろ
じ
ろ
し

＊
118
・
蜻
蛉
が
轍
の
跡
の
水
の
上
群
り
と
べ
り
翅
音
な
ら
し
つ
つ

119
・
こ
の
胸
の
空
虚
さ
は
何
の
故
な
ら
む
枯
枝
が
踏
み
折
れ
て
音

立
つ
る
と
き

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
（
奥
付
で
は
⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
誌
⽜）

第
二
号
（
一
九
四
九
年
十
一
月
二
十
日
）

120
・
夜
更
け
て
⽛
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
⽜
を
読
む
母
な
り
み
れ

ば
泪
ぐ
み
ゐ
つ

121
・
枯
草
に
雨
が
細
く
流
れ
を
り
踏
み
な
づ
む
君
を
伴
ひ
上
る

122
・
細
き
雨
降
れ
る
世
界
を
外
と
し
て
廃
墟
の
壁
に
身
を
ば
寄
せ

合
ふ

＊
123
・
時
雨
ゆ
く
ひ
と
と
き
の
間
を
廃
墟
に
て
枯
葉
集
め
て
焚
火
す

る
君

＊
124
・
白
々
と
雨
が
外
面

そ
と
も

を
吹
き
て
ゆ
く
窓
に
立
ち
い
つ
か
君
泪
ぐ
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む

＊
125
・
無
影
燈
灯
れ
る
下
の
台
上
に
胸
廊
整
形
手
術
始
ら
む
と
す

126
・
止
血
鉗
子
み
る
み
る
数
を
増
し
て
ゆ
き
今
メ
ス
は
第
四
肋
骨

を
さ
ぐ
る

127
・
鈍
き
音
た
て
て
截
ら
れ
し
肋
骨
が
透
明
な
感
じ
に
て
取
出
だ

さ
れ
つ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
三
号
（
一
九
四
九
年
十
二
月
十
八
日
）

＊
128
・
君
の
声
受
話
器
に
聴
き
て
吾
は
去
る
別
離
の
時
と
自
ら
決
め

て

＊
129
・
受
話
器
よ
り
洩
れ
来
し
君
の
声
想
ひ
つ
つ
雪
ふ
き
し
き
る
街

歩
み
ゆ
く

＊
130
・
君
に
告
げ
ず
去
り
ゆ
く
こ
と
を
お
の
ず
か
ら
悲
し
む
如
し
雪

降
る
街
に

＊
131
・
雪
の
吹
く
街
を
面
伏
せ
歩
み
ゆ
く
君
と
の
別
離
一
人
悲
し
み

つ
つ

＊
132
・
吹
雪
く
街
処
女
が
面
を
伏
せ
て
ゆ
く
別
離
の
電
話
掛
け
て
出

で
し
時

133
・
ト
ー
ス
ト
を
コ
コ
ア
に
ひ
た
し
た
べ
て
ゐ
る
君
な
り
あ
は
れ

病
み
つ
づ
け
居
て

＊
134
・
愛
咬
と
い
ふ
文
字
に
昂
奮
を
覚
え
し
は
い
つ
の
年
か
ら
か
い

ま
だ
吾
は
童
貞
に
て

＊
135
・
ヴ
ア
ン
デ
・
ヴ
エ
ル
デ
讀
み
た
る
こ
と
を
君
言
ひ
き
そ
の
君

が
𫝆
初
恋
に
失
敗
し
て
ゐ
る

＊
136
・
キ
リ
ス
ト
に
君
を
連
れ
む
と
伴
へ
ば
既
に
噂
姦
ま
し
き
ク
リ

ス
チ
ヤ
ン
の
世
界
ぞ

＊
137
・
な
べ
て
は
過
ぎ
ゆ
き
と
な
り
に
け
り
泪
し
つ
つ
君
日
記
を
燃

や
す

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

138
・
啄
木
鳥

き
つ
つ
き

が
今
し
も
㕠
を
立
つ
る
丘
我
が
か
た
は
ら
に
汝
は
や

す
ら
ふ

139
・
こ
の
胸
の
空
虛
さ
は
何
の
故
な
ら
む
枯
枝
が
踏
み
折
れ
て
㕠

を
た
て
つ
つ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
四
号
（
一
九
五
〇
年
一
月
二
十
八
日
）

＊
140
・
自
ら
を
道
化

ど
う
け

の
如
く
虐
げ
て
振
舞
ふ
君
そ
の
寂
び
し
さ
を
𫝆

宵
は
洩
ら
す
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141
・
Passive

パ
ツ
シ
ー
ヴ

Resistance

レ
ヂ
ス
タ
ン
ス

と
い
ふ
こ
と
を
秘
か
な
據
点
と
し
我

等
生
く
べ
し

＊
142
・
か
た
み
に
一
つ
言
葉
に
傷
き
て
別
れ
た
り
き
眼
睲
む
れ
ば
𫝆

朝
は
霙
降
り
居
て

143
・
没
り
陽
し
て
み
る
み
る
昏
く
な
れ
る
丘
啄
木
鳥

き
つ
つ
き

が
頭
上
の
枝

移
り
ゆ
く

144
・
安
静
の
日
々
を
守
る
君
へ
書
き
て
や
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
尼
僧

の
悲
し
き
恋
文
の
こ
と

145
・
電
燈
を
消
せ
ば
顕た

ち
く
る
汝
が
言
葉
⽛
あ
た
し
が
死
ん
だ
ら

解
剖
に
し
て
ほ
し
い
⽜

146
・
靄
こ
め
て
星
天
頂
に
瞬
け
ば
友
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ロ
ル

の
歌
声
が
近
づ
い
て
く
る

＊
147
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ト
リ
ー
に
明あ

か

く
灯
が
入
れ
ば
処
女

を
と
め

ら
は
唱
ひ

出
づ
讃
美
歌
一
〇
五
番

＊
148
・
右
の
胸
か
す
か
に
鳴
り
て
睲
め
し
夜
半
⽛
主
の
祈
り
⽜
を
ば

称
へ
て
も
み
る

＊
149
・
夜
半
睲
め
て
寢い

ね
ら
れ
ぬ
ま
ま
口
の
中
に⽛
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
・

ア
ー
メ
ン
⽜
と
繰
返
へ
し
ゐ
つ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

150
・
異
性
間
の
友
㘒
は
信
じ
な
い
と
母
は
言
ふ
夜
遲
く
歸
り
し
吾

が
錠
お
ろ
す
時

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
五
号
（
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
日
）

＊
151
・
君
等
と
の
思
想
的
断
層
を
肯
へ
ど
不
安
懐
疑
な
き
吾
に
も
あ

ら
ず

＊
152
・
君
等
に
は
平
穏
に
育
ち
し
世
代
と
見
え
る
ら
し
孤
独
な
る
実

存
な
ん
て
贅
沢
だ

＊
153
・
つ
き
つ
め
れ
ば
そ
れ
も
君
等
の
自
負
に
し
て
一
様
に
戦
争
の

傷
痕
を
言
ふ

☆
154
・
喘
鳴
の
断
え
ざ
る
右
胸

う
き
よ
う

を
上
に
し
て
い
つ
し
か
吾
は
睡
り
ゐ

し
か
な

☆
155
・
窓
硝
子
吹
雪
に
鳴
れ
る
夜
な
り
け
り
寂
び
し
き
𫝆
は
汝な

れ

に
⁊

ひ
た
し

＊
156
・
白
き
呼い

気き

吐
き
つ
つ
夕
べ
を
歩
み
ゆ
く
汝な

が
病
む
と
い
ふ
を

聞
く
は
悲
し
も

＊
157
・
ザ
ラ
メ
雪
靴
に
重
た
き
街
の
中
疲
れ
つ
つ
寂
び
し
き
に
尚
歩

み
ゆ
く
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＊
158
・
凍い

て

道み
ち

に
靴
を
滑
ら
せ
独
り
歩
む
𫝆
夜

こ
よ
ひ

は
思
切
り
疲
れ
て
み
た

し

159
・
汝な

を
し
た
ふ
我
が
恋
愛
歌
を
ば
面
白
く
な
し
と
常
に
言
ふ
坂

本
先
生
と
金
田
君

＊
160
・
吾
が
作
る
恋
愛
歌
を
ば
処
女

を
と
め

等
読
み
揣
摩
臆
測
を
な
し
を
る

ら
し
も

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

☆
161
・
葡
萄
酒
を
一
口
飮
み
て
ま
た
い
ぬ
る
午
後
の
靜
臥
は
脚
ち
ぢ

め
つ
つ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
六
号
（
一
九
五
〇
年
七
月
十
日
）

＊
162
・
旅
に
出
た
き
願
ひ
を
持
つ
も
儚
き
か
注
射
器
が
煮
え
立
つ
る

音
ひ
そ
か
な
り

★
・
葡
萄
酒
を
一
口
呑
み
て
又
寢い

ぬ
る
午
后
の
靜
臥
は
足
ち
ぢ
め

つ
つ

＊
163
・
寢
返
り
て
氷
枕
が
ま
た
鳴
れ
ば
い
つ
に
癒
え
ゆ
く
吾
か
と
思

ふ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

164
・
㚻
和
を
ば
希
ふ
と
い
ふ
も
虛
し
き
か
新
聞
社
特
報
ビ
ラ
に
吾

も
寄
り
ゆ
く

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
七
号
（
一
九
五
〇
年
八
月
二
十
日
）

＊
165
・
愛
す
る
と
は
何
の
こ
と
な
ら
む
一
人
丘
に
來
て
問
へ
ば
郭
公

の
こ
ゑ

＊
166
・
君
を
置
き
て
來
り
し
を
悔
ゆ
る
に
も
あ
ら
ず
丘
の
上
郭
公
の

声
し
き
り
な
り

＊
167
・
臨
時
ニ
ユ
ー
ス
終
り
し
あ
と
に
君
の
云
ふ
ʠ
Freedom
for

the
thoughtthatw
e
hate
is
lost.ʡ

168
・
自
が
意
志
な
く
て
流
さ
れ
ゆ
く
さ
ま
も
彼
の
日
の
如
し
さ
び

し
け
れ
ど
も

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

169
・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
Ṝ
ひ
ゐ
る
蟻
を
拂
ひ
立
つ
丘
降く

だ

れ
ば
又
忙
し

き
日
常
が
あ
り

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
八
号
（
一
九
五
〇
年
九
月
十
日
）
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170
・
赫
土
に
蛇
が
ね
む
れ
る
丘
の
上
汗
垂
り
て
自
転
車
を
な
ほ
も

押
し
ゆ
く

＊
171
・
紫
に
葡
萄
の
花
の
咲
け
る
丘
戰
ひ
の
な
き
平
和
な
る
世
に
あ

ら
ね
ど
も

172
・
桜
の
芽
の
輝
く
丘
を
𫝆
は
去
る
彼
方
に
牛
の
群
う
つ
り
つ
つ

＊
173
・
医
療
国
営
の
彼
の
国
の
こ
と
想
ひ
つ
つ
控
へ
室
の
鏡
に
向
き

て
ネ
ク
タ
イ
結
ぶ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

174
・
郊
外
の
リ
ラ
薰
る
道
歩
め
れ
ば
⽛
こ
の
儘
で
倖
せ
な
の
⽜
と

不
意
に
汝
言
ふ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
九
号
（
一
九
五
〇
年
十
月
八
日
）

175
・
吾
が
思
惟
を
破
る
も
の
な
き
丘
の
上
時
折
に
団
栗
が
落
つ
る

の
み
に
て

☆
176
・
菱
の
花
咲
き
た
る
清
き
水
あ
れ
ば
ペ
ダ
ル
を
ゆ
る
め
吾
の
寄

り
ゆ
く

177
・
白
き
鼻
毛
一
本
あ
る
を
苦
心
し
て
切
り
た
る
あ
と
は
ま
た
静

臥
せ
む

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
十
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

178
・
蚋
の
飛
ぶ
草
に
埋
れ
し
路
の
ぼ
る
淋
し
く
な
れ
ば
丘
に
來
る

な
り

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
号
（
一
九
五
〇
年
十
一
月
十
二
日
）

179
・
揚
羽
蝶
汝
の
頭
を
去
ら
ず
舞
ふ
草
高
く
夕
暮
れ
て
来
し
丘
の

上

180
・
運
ば
れ
し
ラ
ー
メ
ン
を
ᷰ
う
汝
な
る
が
口
す
ぼ
め
幼
き
ṟ
の

持
ち
や
う
な
す
よ

＊
181
・
隣
室
に
行
き
た
る
汝
を
気
づ
か
へ
ば
な
が
く
な
が
く
鼻は

汁な

を

か
む
音

＊
182
・
渡
り
ゆ
く
歩
道
の
鋲
が
き
ら
め
け
り
雑
踏
の
中
も
寂
び
し
き

も
の
か

＊
183
・
肝
臓
を
百
匁
買
ひ
た
る
荷
を
さ
げ
て
霜
柱
融
く
る
街
帰
り
行

く

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
十
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

184
・
常
よ
り
は
頬
紅
を
つ
け
て
來
し
と
い
ふ
が
ポ
プ
ラ
靑
葉
に
映

え
て
弱
々
し
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185
・
蝶
多
き
草
叢
に
伏
し
て
ゐ
た
り
し
が
訴
へ
來
た
る
汝な

れ

が
眼
蒼

し

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
一
号
（
一
九
五
〇
年
十
二
月
三
日
）

186
・
お
も
む
ろ
に
世よ

論
作
ら
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
傍
看
し
批
判
し
爲

す
こ
と
も
な
し

＊
187
・
排
気
管
白
く
蒸
気
を
噴
け
る
角
曲
り
て
雪
に
眞
向
ひ
て
行
く

＊
188
・
植
字
す
る
君
の
机
の
か
た
は
ら
に
坐
り
し
の
み
に
吾
は
や
す

ら
ぐ

189
・⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
刷
り
上
り
イ
ン
ク
の
に
ほ
ふ
夜
の
吾

が
部
屋

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
〇
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

★
・
菱
の
花
咲
き
た
る
淸
き
水
あ
れ
ば
ペ
タマ

マ

ル
を
ゆ
る
め
吾
の
寄

り
ゆ
く

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜第
十
二
号（
一
九
五
一
年
一
月
三
十
一
日
）

☆
190
・
マ
ス
ク
の
紐
ゆ
つ
く
り
か
け
て
立
上
る
出
で
行
く
𫝆
朝
は
零

下
二
十
六
度
な
り

191
・
干ひ

割
れ
た
る
汝
が
唇
を
眼
離
さ
ず
見
詰
め
て
を
り
し
脈
計
る

と
き

192
・
言
論
が
抑
圧
さ
れ
ゆ
く
過
程
さ
へ
な
ま
な
ま
と
し
て
彼
の
日

の
如
し

193
・
党
員
と
見
做
さ
る
る
こ
と
も
お
そ
ろ
し
く
我
等
に
タ
ブ
ー
と

な
り
し
平
和
と
い
ふ
語

＊
194
・
大
君
を
た
た
ふ
る
賀
歌
を
作
る
茂
吉
先
生
こ
れ
だ
け
は
ど
う

し
て
も
好
き
に
な
れ
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

195
・
オ
ー
ロ
ラ
の
如
く
に
雲
に
色
あ
れ
ば
沒
り
陽
の
丘
に
來
し
を

喜
ぶ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
三
号
（
一
九
五
一
年
二
月
十
一
日
）

196
・
凍
ら
ぬ
よ
う
蜜
柑
を
ベ
ツ
ド
に
ぬ
く
め
置
き
夜
㚢
の
渇
け
る

時
に
ᷰ
ふ
な
り

＊
197
・
九
度
の
熱
降く

だ

ら
ず
十
日
経
に
け
れ
ば
気
弱
く
な
り
て
醒
む
る

夜
㚢
あ
り
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⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

198
・
疲
れ
し
と
ふ
汝
を
試
歩
路
に
抱
へ
つ
つ
停
止
せ
る
風
力
計
の

輝
き
を
見
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
四
号
（
一
九
五
一
年
三
月
十
一
日
）

＊
199
・
謄
写
イ
ン
ク
に
汚
れ
し
手
を
ば
洗
は
む
と
凍
り
た
る
洗
面
器

に
湯
を
注そ

そ

ぎ
を
り

＊
200
・
甘
酒
が
沸ふ

き
こ
ぼ
れ
急
に
匂
ひ
立
つ
た
ゆ
け
く
も
萌
し
く
る

熱
に
堪
へ
て
を
り
し
に

＊
201
・
氷ひ

よ
う

枕ち
ん

の
あ
た
る
あ
た
り
が
痺
び
る
れ
ど
そ
の
ま
ま
の
姿
勢

を
つ
づ
く
他
人
の
如
く

☆
202
・
ネ
ク
タ
イ
を
結
び
な
ほ
し
て
呉
る
る
時
近
々
と
二
重
瞼
が
匂

ふ
が
如
し

＊
203
・
痣あ

ざ

の
如
く
腕
に
残
り
し
傷
の
痕
た
は
や
す
く
冷
凍
植
皮
に
た

の
み
た
り
し
が

204
・
単
純
に
平
和
を
希
が
ふ
吾
等
を
ば
⽛
ご
ま
め
の
歯
ぎ
し
り
さ
⽜

と
冷
笑
し
を
る
と
ぞ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

205
・
排
氣
管
豐
か
に
蒸
氣
噴
け
る
角
曲
り
て
㘹
に
眞
向
ひ
て
行
く

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

★
・
窓
硝
子
吹
㘹
に
鳴
れ
る
夜
な
り
け
り
寂
し
き
今
は
汝
に
⁊
ひ

た
し

★
・
喘
鳴
の
斷
え
ざ
る
右う

胸き
ょ
う

を
上
に
し
て
い
つ
し
か
吾
は
睡
り

ゐ
し
か
な

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
五
号
（
一
九
五
一
年
五
月
二
十
日
）

206
・
共
に
病
む
吾
ら
の
試
歩
路
ひ
つ
そ
り
と
測
候
所
立
つ
と
こ
ろ

を
廻
る

＊
207
・
編
輯
の
相
談
終
へ
て
帰
り
ゆ
き
し
松
枝
君
細
谷
君
バ
ー
を
あ

ら
い
て
愉
快
な
り
き
と
便
り
呉
る

＊
208
・
酒
呑
ま
ね
ば
君
ら
よ
り
幾
ら
か
は
煙
た
が
ら
れ
早
々
と
し
て

去
る
細
谷
君
松
枝
君

＊
209
・
濕
布
薬
仄
に
に
ほ
ふ
汝
の
ベ
ツ
トマ

マ

言
葉
少
な
く
三
十
分
を
見

守
り
て
去
る

＊
210
・
歩
行
禁
止
を
医
師
命
ず
れ
ば
彼
の
丘
の
草
萠
え
む
今
も
行
き

て
見
え
れ
ず
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※
佐
野
先
生
送
別
歌
会

一
九
五
一
・
三
・
一
一

高
坂
綾
子
宅

（
十
八
頁
に
掲
載
）

＊
211
・
寝
切
り
の
床
な
れ
ば
脚
が
だ
る
し
だ
る
し
折
つ
て
み
た
り
あ

ぐ
ら
の
姿
勢
を
と
つ
た
り
し
て
も

＊
212
・
バ
イ
を
取
り
活
字
植
ゑ
ゆ
き
口
重
く
答
ふ
る
君
を
見
れ
ば
た

の
し
も

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜第
十
六
号（
一
九
五
一
年
五
月
二
十
七
日
）

＊
213
・
原
子
砲
旣
に
実
用
の
域
に
在
り
と
ラ
ヂ
オ
明
る
き
こ
と
の
如

く
報
じ
終
へ
ぬ

214
・
さ
さ
や
か
な
平
和
懇
談
会
に
繋
が
る
を
危
険
な
こ
と
と
牧
師

さ
ん
は
云
ふ

215
・
再
軍
備
反
対
を
云
ひ
て
通
じ
合
ふ
二
三
の
友
の
中
に
病
み
居

り

＊
216
・
再
軍
備
反
対
を
云
ふ
吾
に
向
か
ひ
⽛
病
人
の
現
実
遊
離
さ
⽜

と
去
り
ゆ
く
一
人

217
・
サ
ン
ト
ニ
ン
黄
㐢
の
ま
ま
に
臥
て
居
れ
ば
熱
萠
す
午
后
の
は

か
な
し

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

★
・
マ
ス
ク
の
紐
ゆ
つ
く
り
か
け
て
立
上
る
出
で
行
く
今
朝
は
零

下
二
十
六
度
な
り

218
・
共
に
病
む
吾
ら
の
試
歩
路
ひ
つ
そ
り
と
測
候
所
立
つ
と
こ
ろ

に
㗸
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
七
号
（
一
九
五
一
年
六
月
十
七
日
）

＊
219
・
土
屋
先
生
秋
に
は
東
京
に
転
居
さ
る
る
ら
し
ア
ラ
ラ
ギ
の
隅

に
小
さ
き
報
あ
り

220
・
昼
の
蚊
が
電
球
の
囲
り
を
飛
ぶ
み
つ
つ
熱
な
き
午
后
の
安
静

つ
づ
く

＊
221
・
受
話
器
よ
り
洩
れ
く
る
細
谷
君
の
声
輪
転
機
唸
れ
る
中
に
途

切
れ
て
聞
ゆ

＊
222
・⽛
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
⽜
の
会
則
に
病
人
は
㚢
額
月
十
円
と

あ
る
も
あ
は
れ
な
る
こ
と

＊
223
・
組
織
な
き
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
我
等
と
嘆
き
し
は
一
昨
年
今
は

⽛
キ
リ
ス
ト
者
平
和
会
⽜
に
頼
め
り

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選
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★
・
ネ
ク
タ
イ
を
結
び
直
し
て
呉
る
る
時
近
々
と
二
重
瞼
が
匂
ふ

が
如
し

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
十
八
号
（
一
九
五
一
年
七
月
十
五
日
）

224
・
新
し
く
下
げ
し
網
目
カ
ー
テ
ン
揺
れ
居
れ
ば
見
慣
れ
し
空
も

変
㕡
あ
り
𫝆
朝
は

＊
225
・
沃
丁
に
爪
を
黄
色
く
汚
し
し
儘
微
熱
あ
る
汝
は
睡
り
て
居
た

り

☆
226
・
す
か
ん
ぽ
に
す
が
り
つ
き
ゐ
し
青
ば
っ
た
し
づ
か
に
莖
を
の

ぼ
り
始
め
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

227
・
エ
キ
ホ
ス
が
仄
に
匂
ふ
汝
が
ベ
ツ
ド
言
葉
な
く
三
十
分
を
見

守
り
て
去
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
十
九
号
（
一
九
五
一
年
八
月
十
九
日
）

228
・
義
足
鳴
ら
し
ペ
タマ

マ

ル
踏
み
ゆ
く
一
人
あ
り
易
々
と
銀
行
の
角

を
曲
り
て
ゆ
き
ぬ

＊
229
・
ス
タ
ン
ド
が
青
く
灯
れ
る
業
務
局
片
隅
に
電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル

の
澄
め
る
音
あ
り

＊
230
・
部
屋
隅
に
か
た
ま
り
蕎
麥
を
す
す
る
細
谷
君
と
タ
イ
ピ
ス
ト

等
部
屋
大
方
は
消
さ
れ
て

＊
231
・
硝
子
扉
の
向
ふ
は
明
る
き
印
刷
部
菜な

つ
ぱ

服
の
工
員
五
六
人
動

け
る
見
え
て

＊
232
・
ス
テ
ロ
鋳
造
機
よ
り
次
々
と
取
出
さ
れ
し
鉛
板
は
白
々
と
し

て
電
灯
の
下

＊
233
・
水
噴
け
る
冷
却
器
に
次
々
と
鉛
板
は
入
れ
ら
れ
て
か
す
か
に

湯
気
を
立
つ
る
愛
し
も

＊
234
・
輪
転
機
始
動
十
五
分
前
し
づ
か
な
る
印
刷
室
に
空
気
流
る
る

＊
235
・
高
速
度
輪
転
機
黝
々
と
立
て
る
か
げ
油
差
し
終
へ
て
工
員
去

り
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

236
・
我
は
羽
を
押
へ
弟
は
鷄
の
頸
を
切
り
父
は
窓
か
ら
一
部
始
㗸

を
見
物
し
居
る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

237
・
沃
丁
の
し
み
た
る
爪
も
目
に
立
ち
て
微
熱
あ
る
汝
は
睡
り
居
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り
た
り

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会マ

マ

報
⽜
第
二
十
号
（
一
九
五
一
年
九
月
十
六
日
）

＊
238
・
し
め
じ
茸
か
ほ
れ
る
朝
の
味
ḩ
汁
の
こ
の
平や

す

安ら
ぎ

に
頼
れ
る
我

か

239
・
永
病
み
て
か
た
み
に
愛
す
苦
し
さ
を
蟋
蟀
の
声
の
途
絶
え
し

夜
半
に
も
思
ふ

＊
240
・
既
に
特
審
局
あ
り
治
安
省
設
置
も
確
実
と
い
ふ
ᷚ
な
べ
て
彼

の
頃
と
同
じ
経
過
に
て

＊
241
・
自
転
車
に
病
み
ゐ
る
汝
を
運
び
ゆ
く
交
番
が
見
え
れ
ば
仲
通

り
に
曲
り
な
ど
し
て

＊
242
・
水
し
た
た
る
砂

押
し
上
ぐ
る
排
土
機
が
川
原
の
中
に
■
き

合
は
す

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
一
号
（
一
九
五
一
年
十
月
二
十
一

日
）

☆
243
・
乳
鉢
に
薬
磨
り
ゐ
る
澄
め
る
音
靜
臥
の
ま
ま
に
聴
き
て
を
り

た
り

244
・
下
駄
箱
を
改
造
し
岩
波
文
庫
つ
め
て
あ
る
君
の
屋
根
裏
部
屋

に
上
り
来
り
つ

＊
245
・
党
員
の
Ｔ
君
Ｉ
君
ら
逮
捕
さ
れ
し
と
い
ふ
ᷚ
共
に
結
核
に
苦

し
み
し
頃
の
友
に
て

246
・
改
築
の
成
り
た
る
我
等
の
教
会
堂
今
宵
は
二
階
ま
で
灯
れ
る

が
見
ゆ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
十
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

247
・
赤
ク
ロ
ー
バ
ー
搖
れ
ゐ
る
丘
に
郭か

つ

公こ
う

鳴
く
此
狀
を
病
み
ゐ
る

汝
に
如
何
に
か
告
げ
む

★
・
す
か
ん
ぽ
に
す
が
り
つ
き
ゐ
し
靑
ば
つ
た
靜
か
に
莖
を
の
ぼ

り
始
め
ぬ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
二
号
（
一
九
五
一
年
十
一
月
十
八

日
）

248
・
灌
漑
溝
乏
し
き
水
の
光
る
側
女
ゐ
て
ひ
つ
そ
り
と
鉄
ᷲ
拾
ふ

249
・
丘
に
来
て
病
み
ゐ
る
汝
を
想
ふ
時
何
の
樹
か
断
間
な
く
黄
金

こ
が
ね

に
光
る
葉
を
降
ら
せ
つ
つ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
十
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選
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250
・
永
病
め
る
汝
と
の
⁊
ひ
の
歸
る
途
綠
の
中
に
天
文
臺
圓
屋
根

ド

ー

ム

輝
く

251
・
笛
の
如
く
鳴
り
居
る
胸
に
汝
を
抱
け
ば
吾
が
淋
し
さ
の
極
ま

り
に
け
り

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
三
号
（
一
九
五
一
年
十
二
月
十
六

日
）

252
・
さ
れ
ざ
れ
と
煉
瓦
の
堆
を
置
け
る
原
永
病
め
る
汝
を
ば
お
き

て
此
所
に
来
つ
れ
ば

＊
253
・
共
産
党
或
は
岩
波
フ
ア
ン
と
罵
ら
る
単
純
に
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン

と
し
て
平
和
願
ふ
に

＊
254
・
又
し
て
も
ど
こ
か
ら
か
看
視
さ
れ
て
ゐ
る
感
じ
な
り
我
等
平

和
を
説
か
な
く
な
り
ぬ

＊
255
・
キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
も
言
論
抑
圧
の
事
実
あ
り
や
⽛
人
黙
さ

ば
石
叫
ぶ
べ
し
⽜
の
聖
句
あ
り

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

★
・
乳
鉢
に
藥
磨
り
ゐ
る
澄
め
る
㕠
靜
臥
の
ま
ま
に
聽
き
て
居
り

た
り

256
・
改
築
の
成
り
た
る
我
等
の
敎
會
堂
今
宵
は
明
々
と
二
階
ま
で

灯
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
二
十
四
号（
一
九
五
二
年
一
月
二
十
日
）

＊
257
・
音
も
な
く
㘹
降
る
広
場
青
色
の
す
べ
り
台
も
大
方
は
埋
れ
ゐ

つ

258
・
夜
更
け
て
病
院
よ
り
汝
の
電
話
あ
り
㘹
降
る
夜
は
淋
し
と
の

声

259
・
暗
々
と
㘹
降
る
街
を
来
し
少
女
素
早
く
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
髪
直

し
ゆ
く

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

260
・
丘
に
來
て
病
み
ゐ
る
汝
を
想
ふ
時
何
の
樹
か
斷
え
間
な
く
黄

金
の
葉
を
降
ら
す

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
二
十
五
号（
一
九
五
二
年
二
月
十
七
日
）

＊
261
・
白
々
と
睫
毛
凍
ら
せ
行
く
朝あ

し
た

ギ
ヤ
ラ
ー
ジ
の
前
ラ
ヂ
エ
ー

タ
ー
に
湯
を
入
れ
ゐ
た
り

262
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
反
対
者
中
に
精
神
科
敎
授
内
村
祐
之
ゐ
つ
こ
れ
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も
医
师
界
の
ボ
ス
の
一
人

263
・⽛
難
民
⽜
と
訳
さ
れ
し
は
displaced

デ
イ
ス
プ
レ
イ
ス
ト

persons

パ
ー
ス
ン
ズ

の
こ
と
⽛
憩

ふ
処
な
き
民
⽜
と
云
へ
ば
あ
は
れ
な
る
に

＊
264
・⽛
対
日
講
和
條
約
は
二
年
内
に
原
子
戦
を
誘
発
す
⽜
ベ
ヴ
ァ
ン

の
言
を
記
憶
し
を
か
む

＊
265
・
抑
圧
の
政
治
あ
れ
ば
テ
ロ
生
ず
る
は
必
然
そ
の
必
然
を
我
は

怖
る
に

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

266
・
手
術
後
を
安
け
く
睡
る
汝
の
部
屋
水
色
に
塗
り
た
る
敎
會
堂

を
見
下
し
て
ゐ
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
六
号
（
一
九
五
二
年
三
月
十
六
日

ま
た
は
三
〇
日
）

267
・
組
織
な
け
れ
ば
虚
無
主
義

ニ
ヒ
リ
ズ
ム

に
陥
る
日
本
青
年
層
と
分
析
さ
れ

て
一
行
の
記
事

268
・
悲
し
み
を
怒
り
に
変
へ
る
術す

べ

知
ら
ず
庶
民
な
ど
と
甘
や
か
さ

れ
て
𫝆
を
㖮
へ
き

＊
269
・
終
バ
ス
を
襟
立
て
て
待
つ
鎧
扉ど

を
降お

ろ
せ
し
ビ
ル
を
吹
く
㘹

の
中

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

270
・
截
斷
機
に
紙
を
仕
掛
け
る
秋
雄
君
は
中
指
の
な
き
左
手
を
器

用
に
使
ふ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
七
号
（
一
九
五
二
年
四
月
二
十
日

ま
た
は
二
十
四
日
）

271
・
徴
兵
反
対
の
掲
示
眺
む
る
学
生
等
サ
フ
ラ
ン
の
鉢
か
ば
ひ
持

つ
一
人
あ
り

272
・
バ
ー
ナ
ー
が
青
き
焔
を
吹
き
て
い
て
フ
ラ
ス
コ
は
細
か
き
泡

を
立
て
始
め
き
つ

＊
273
・
フ
ラ
ス
コ
が
沸
騰
す
れ
ば
白
衣

シ
ユ
ル
ツ
エ

の
ま
ま
助
教
授
君
は
茶
を

入
れ
く
る
る

274
・
音
も
な
く
雪
屋
根
並
を
照
ら
す
火
事
夜
の
病
室
の
窓
に
見
て

ゐ
つ

＊
275
・
小
泉
信
三
の
⽛
平
和
論
⽜
援
用
し
再
軍
備
説
な
る
此
奴
案
の

上
会
社
重
役
な
り
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⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
二
十
八
号（
一
九
五
二
年
五
月
十
八
日
）

＊
276
・
中
国
の
学
生
等
𫝆
如
何
に
学
び
を
る
ら
む
か
革
命
の
口
火
切

り
成
就
な
し
た
る
𫝆
は

＊
277
・
レ
ミ
ン
ト
ン
・
タ
イ
プ
打
つ
君
の
ジ
ヤ
ケ
ツ
姿
窓
越
し
て
来

る
薄
陽
の
中
に

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

278
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
反
對
に
専
門
外
精
神
科
敎
授
内
村
祐
之
居
つ
此

奴
醫
師
界
ボ
ス
の
一
人

279
・
悲
し
み
を
怒
り
に
變
へ
る
術す

べ

知
ら
ず
庶
民
な
ど
と
甘
や
か
さ

れ
て
無
爲
の
七
年

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
二
十
九
号（
一
九
五
二
年
六
月
十
五
日
）

280
・
前
脚
を
折
り
て
食
み
ゐ
る
山
羊
の
見
ゆ
ク
ロ
ー
バ
ー
豊
に
搖

る
る
堤
防
の
上

＊
281
・
部
屋
に
君
入
り
行
き
し
気
配
し
ば
し
し
て
タ
イ
プ
の
キ
イ
を

打
ち
出
だ
す
音

282
・
富
と
權
力
が
再
び
結
び
ゆ
く
過
程
ち
つ
ぽ
け
な
日
本
な
れ
ば

パ
ノ
ラ
マ
の
如
し

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

283
・
㕠
も
な
く
㘹
降
る
廣
場
靑
色
に
塗
り
た
る
滑
り
薹
も
大
方
は

埋
れ
つ

284
・
徴
兵
反
對
の
掲
示
圍
め
る
學
生
等
サ
フ
ラ
ン
の
鉢
を
か
ば
ひ

持
つ
一
人
あ
り

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
三
〇
号
（
一
九
五
二
年
七
月
二
十
日
）

285
・
ひ
つ
そ
り
と
せ
し
二
階
に
は
嬰
児

あ
か
ご

ゐ
き
眼
覚
め
し
ま
ま
に
か

す
か
に
笑
ふ

＊
286
・
札
幌
に
汝
を
見
舞
ひ
し
記
念
と
し
イ
ン
ゼ
ル
版
カ
ロ
ツ
サ
詩

集
も
と
め
来
た
り
つ

＊
287
・
絶
対
安
静
ギ
プ
ス
に
臥
せ
る
汝
の
溜
息
聞
こ
ゆ
れ
ど
睡
り
し

さ
ま
を
吾
は
続
く
る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

288
・
オ
ーマ

マ

ホ
ツ
ク
の
流
氷
輝
く
を
見
て
來
し
と
云
ふ
病
み
て
十
二

年
吾
は
海
を
見
ず

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
三
十
一
号（
一
九
五
二
年
八
月
十
七
日
）
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289
・
夜
を
灯
し
ビ
ル
の
廊
下
に
漆
ᷰ
を
塗
り
ゐ
し
二
人
吾
を
見
詰

め
ぬ

290
・
汗
臭
く
我
が
腋
に
ほ
ふ
午
後
に
し
て
果
敢
な
く
吾
の
何
思
ひ

ゐ
し

＊
291
・
沈
痛
に
卓
を
に
ぎ
り
て
語
る
さ
ま
旣
に
聴
衆
の
前
に
孤
独
な

り
き

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

292
・
富
と
權
力
が
再
び
結
び
ゆ
く
過
程
ち
つ
ぽ
け
な
日
本
な
れ
ば

あ
り
あ
り
と
見
ゆ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
三
十
二
号
（
一
九
五
二
年
九
月
二
十
一

日
）

＊
293
・
夜
を
灯
し
漆
ᷰ
を
塗
り
㖐
ぐ
五
六
人
影
絵
の
如
く
ロ
ビ
ー
に

見
ゆ
る

＊
294
・
き
し
き
し
と
サ
ド
ル
の
弾ば

機ね

の
し
な
ひ
つ
つ
薄
荷
草
匂
ふ
原

を
分
け
行
く

＊
295
・
灯
を
㸃
し
幻
の
如
く
に
立
て
る
ビ
ル
流
れ
る
霧
の
白
き
視
界

に

＊
296
・
跪
く
頭
上
に
響
く
祈
り
あ
あ
西
村
先
生
が
祈
つ
て
下
さ
る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

297
・
追
風
に
ペ
ダ
ル
踏
み
易
く
歸
る
道
散
る
ア
カ
シ
ア
の
數
限
り

な
し

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
三
十
三
号（
一
九
五
二
年
十
月
十
九
日
）

＊
298
・
ペ
ダ
ル
踏
み
柔
ら
か
き
男
声
二
重
唱
ポ
プ
ラ
並
木
路
で
吾
を

抜
き
ゆ
く

＊
299
・
糸
垂
ら
し
煉
瓦
積
み
ゐ
し
職
人
が
櫓
よ
り
唾
を
お
と
し
き
た

り
ぬ

＊
300
・
狂
人
に
な
り
ゆ
く
前
の
手
紙
読
む
ゴ
ツ
ホ
は
弟
に
や
さ
し
か

り
け
り

＊
301
・
頑
に
頣
は
り
ゆ
き
て
反
戦
ビ
ラ
撒
か
む
と
し
つ
つ
死
に
し
ジ

ヤ
ツ
ク
・
チ
ボ
ー

＊
302
・
党
員
の
君
審
か
る
る
朝
に
し
て
裁
判
所
前
二
三
度
吾
は
行
つ

て
み
る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
十
月
号

其
二

土
屋
文
明
選
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303
・
ギ
プ
ス
ベ
ツ
ド
の
凹
み
は
あ
り
あ
り
と
汝
が
裸
身
乾
し
あ
る

見
れ
ば
心
ゆ
ら
ぎ
ぬ

304
・
こ
れ
か
ら
二
年
入
る
べ
き
棺
狀
ギ
プ
ス
眼
守
る
汝
は
今
朝
は

殊
更
に
明
る
く
話
す

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
三
十
四
号
（
一
九
五
二
年
十
一
月
十
六

日
）

305
・
バ
イ
ブ
ル
を
読
ま
ざ
る
を
責
め
て
来
た
る
か
な
窓
に
音
た
て

て
霰
降
る
𫝆
朝

306
・
き
し
き
し
と
サ
ド
ル
の
軋
り
吾
が
自
転
車
萩
の
紅
葉
づ
る
丘

降
り
ゆ
く

＊
307
・
奴
隷
的
植
民
地
国
家
と
い
ふ
こ
と
を
い
ま
い
ま
し
け
れ
ど
認

め
る
よ
僕
も

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
十
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

308
・
急
速
に
警
官
の
思
想
が
固
定
し
ゆ
く
さ
ま
那
須
三
造
の
歌
は

示
せ
り

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

309
・
跪
く
頭
上
近
々
と
響
く
聲
あ
あ
今
西
村
先
生
が
祈
つ
て
下
さ

る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

310
・
雜
草
の
中
よ
り
薄
荷
草
匂
ふ
丘
の
上
自
轉
車
を
横
た
へ
し
時

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

311
・
聖
書
を
ば
讀
み
合
ひ
て
寢
に
就
か
む
と
す
明
日
吾
は
汝
を
ベ

ツ
ド
に
置
き
て
去
る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
七
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

312
・
廣
底
瓶

コ
ル
ベ
ン

に
酸
素
氣
泡
の
淸
き
㕠
麻
醉
の
醒
め
し
耳
に
聞
こ
ゆ

る

313
・
麻
醉
醒
む
れ
ば
吾
を
見
守
れ
る
母
の
顏
左
の
腕
を
撫さ

す

り
呉
れ

ゐ
つ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
三
十
七
号（
一
九
五
三
年
八
月
十
六
日
）

小
原

耀

君
に

314
・
鋭
く
淸
き
音
色
立
つ
る
か
な
常
臥
し
の
痩
せ
た
る
君
が
振
る
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鈴
の
お
と

＊
315
・
枕
元
の
小
鈴
を
取
り
て
振
る
君
に
高
き
窓
よ
り
射
す
光
あ
り

＊
316
・
業
々
明
け
て
ジ
ャ
ム
罐
を
添
へ
呉
れ
し
パ
ン
六
年
振
り
の
君

の
横
に
食
ふ

317
・
寿
命
な
ど
と
弱
気
の
言
葉
使
ふ
止
め
て
小
原
君
き
み
も
胸
郭

成
形
手
術
受
け
給
へ
よ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

318
・
手
術
二
日
目
酸
素
に
噞
喁

あ
ぎ
と

ふ
吾
を
見
て
牧
師
さ
ん
靜
か
に
祈

り
去
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
三
十
八
号（
一
九
五
三
年
九
月
二
十
日
）

＊
319
・
酸
素
を
ば
喘
ぎ
つ
つ
吸
ひ
水
を
欲
る
吾
が
傍
ら
に
毋
と
弟

320
・
剪
除
せ
し
己お

の

が
肋
骨
を
貰
ら
ひ
来
し
透
き
と
ほ
る
や
う
に
見

ゆ
る
も
あ
は
れ

321
・
喘
ぎ
つ
つ
酸
素
吸
ひ
し
も
過
ぎ
去
り
て
今
日
は
砂
嚢
を
一
つ

減
ら
し
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
九
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

322
・
茫
々
天
地
間
に
漂
ふ
實
存
と
己
れ
を
思
ふ
手
術
せ
し
夜
は

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
三
十
九
号（
一
九
五
三
年
十
月
十
八
日
）

☆
323
・
二
重
窓
の
外
は
お
だ
し
き
雪
ひ
か
り
手
術
の
あ
と
の
輸
血
終

り
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
十
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

324
・
肋
斷
ち
し
胸
の
痺
れ
て
醒
め
し
と
き
荒
れ
た
る
庭
の
邯
鄲
の

こ
ゑ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
三
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

★
・
二
重
窓
の
外
は
お
だ
し
き
㘹
光
り
手
術
の
あ
と
の
輸
血
㗸
り

ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
四
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

325
・
日
あ
た
り
に
家
鴨
泳
げ
る
池
の
邊
に
赤
塗
り
の
自
轉
車
ゆ
る

め
配
達
夫
來
る

326
・
ス
ト
リ
ツ
プ
劇
觀
る
事
も
な
く
病
め
れ
ど
も
い
つ
よ
り
か
バ

タ
フ
ラ
イ
と
い
ふ
語
も
知
れ
り
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⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
四
年
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

327
・
一
夜
か
か
り
母
の
白
髪
を
染
め
し
父
朝
よ
り
高
校
野
球
に
伴

ひ
行
き
ぬ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
四
年
四
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

328
・
遺
言
の
筆
談
㗸
へ
て
今
は
唯
打
ち
た
る
モ
ヒ
に
し
ば
し
眠
ら
む

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
四
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

329
・
部
屋
に
置
く
ク
レ
ゾ
ー
ル
水
の
凍
り
ゆ
く
鋭
き
㕠
を
聞
き
ゐ

た
り
け
り

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
四
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

330
・
脂あ

ぶ
ら

し
て
二
時
間
か
か
り
痰
を
出
す
吾
よ
り
も
辛
さ
う
に
母

の
見
て
ゐ
つ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
四
年
七
月
号
（
8
）

其
二

土
屋
文
明
選

331
・
汗
の
中
に
覺
め
た
る
吾
に
赤
く
染
め
し
復
活
節
の
卵
と
ど
き
ぬ

332
・
焚
く
こ
と
も
稀
に
な
り
た
る
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
谷
地
蕗
の
綠

を
置
き
ぬ

【
単
行
本
未
収
録
歌
の
図
版
の
一
部
】

①
⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
三
号
（
一
九
四
九
年
十
二
月
十
八

日
）
表
紙
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②
⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
三
号
（
一
九
四
九
年
十
二
月
十
八

日
）
前
川
正
の
短
歌
の
一
部

③
⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
三
十
二
号
（
一
九
五
二
年
九
月
二

十
一
日
）
前
川
正
の
短
歌

④
⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
三
十
二
号
（
一
九
五
二
年
九
月
二

十
一
日
）
奥
付

注

（
⚑
）
三
浦
綾
子
の⽝
道
あ
り
き〈
青
春
編
〉⽞に
収
録
さ
れ
た
短
歌
は
、

三
浦
（
旧
姓
堀
田
）
綾
子
の
も
の
が
の
べ
四
十
四
首
（
う
ち
、
二
首
が

二
回
登
場
）。
前
川
正
の
短
歌
が
十
六
首
。
北
海
道
学
芸
大
学
（
現
、
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北
海
道
教
育
大
学
）
旭
川
分
校
教
授
で
あ
り
、⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
会
員
で

も
あ
っ
た
坂
本
富
貴
雄
（⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
で
は
⽛
坂
本
蕗
夫
⽜
の
筆
名
）

の
短
歌
が
一
首
。
ほ
か
、⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
会
員
の
坂
本
兎
美
の
短
歌
が

一
首
。
最
終
章
の
⽛
五
八
⽜
章
に
、
三
浦
光
世
の
短
歌
が
三
首
引
用

さ
れ
て
い
た
。
計
、
の
べ
六
十
五
首
で
あ
っ
た
。

（
⚒
）
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
に
関
し
て
は
、
田
中
綾
⽛
三
浦
（
堀
田
）
綾
子
の

短
歌
―
⽝
ア
ラ
ラ
ギ
⽞
土
屋
文
明
選
歌
の
考
察
⽜（
公
益
財
団
法
人

北
海
道
文
学
館
編
⽛
資
料
情
報
と
研
究
⚒
⚐
⚑
⚓
⽜（
北
海
道
立
文
学

館
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
所
収
。）
や
、
池
田
和
利
と
田
中
綾
の
共
著

⽛
資
料
紹
介

三
浦
（
堀
田
）
綾
子
の
⽝
ア
ラ
ラ
ギ
⽞
掲
載
歌
⽜（
北
海

学
園
大
学
人
文
学
部
⽛
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
⽜
第
五
七
号
（
二

〇
一
四
年
八
月
）
所
収
）
に
詳
述
し
て
い
る
。

（
⚓
）
公
益
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
編

図
録
・
作
品
集
⽛
北
方
文

芸

⚒
⚐
⚑
⚗
⽜（
北
海
道
立
文
学
館
、
二
〇
一
七
年
七
月
）
所
収
。

（
⚔
）
樋
口
賢
治
（
一
九
〇
八
～
一
九
八
三
年
）
は
、
北
海
道
滝
川
市

生
ま
れ
。
一
九
二
八
年
に
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
に
入
会
し
、
土
屋
文
明
に

師
事
。
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
日
本
出
版
協
会
札
幌
支

部
に
勤
務
し
、
の
ち
、
光
村
教
育
図
書
常
務
と
な
っ
た
。
三
宅
奈
緒

子
編
⽝
樋
口
賢
治
全
歌
集
⽞（
短
歌
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
が

あ
る
。

（
⚕
）
上
出
恵
子
⽝
三
浦
綾
子
研
究
⽞（
双
文
社
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

所
収
。

（
⚖
）
以
下
は
、
傍
線
部
な
ど
一
部
明
ら
か
に
表
現
が
異
な
る
た
め
、

同
一
歌
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た
。

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
々
報
⽜第
一
号（
奥
付
な
し
、一
九
四
九
年
十
月
か
）

119
・
こ
の
胸
の
空
虚
さ
は
何
の
故
な
ら
む
枯
枝
が
踏
み
折
れ
て
音
立
つ

る
と
き

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
四
九
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

139
・
こ
の
胸
の
空
虛
さ
は
何
の
故
な
ら
む
枯
枝
が
踏
み
折
れ
て
㕠
を
た

て
つ
つ

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
一
号
（
一
九
五
〇
年
十
二
月
三
日
）

＊
187
・
排
気
管
白
く
蒸
気
を
噴
け
る
角
曲
り
て
雪
に
眞
向
ひ
て
行
く

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
三
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

205
・
排
氣
管
豐
か
に
蒸
氣
噴
け
る
角
曲
り
て
㘹
に
眞
向
ひ
て
行
く

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
会
報
⽜
第
十
五
号
（
一
九
五
一
年
五
月
二
十
日
）

206
・
共
に
病
む
吾
ら
の
試
歩
路
ひ
つ
そ
り
と
測
候
所
立
つ
と
こ
ろ
を
廻

る

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

218
・
共
に
病
む
吾
ら
の
試
歩
路
ひ
つ
そ
り
と
測
候
所
立
つ
と
こ
ろ
に
㗸

る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
一
号
（
一
九
五
一
年
十
月
二
十
一
日
）

246
・
改
築
の
成
り
た
る
我
等
の
教
会
堂
今
宵
は
二
階
ま
で
灯
れ
る
が
見
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⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
一
年
十
二
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

256
・
改
築
の
成
り
た
る
我
等
の
敎
會
堂
今
宵
は
明
々
と
二
階
ま
で
灯
る

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜第
二
十
二
号（
一
九
五
一
年
十
一
月
一
十
八
日
）

249
・
丘
に
来
て
病
み
ゐ
る
汝
を
想
ふ
時
何
の
樹
か
断
間
な
く
黄
金

こ
が
ね

に
光

る
葉
を
降
ら
せ
つ
つ

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
一
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

260
・
丘
に
來
て
病
み
ゐ
る
汝
を
想
ふ
時
何
の
樹
か
斷
え
間
な
く
黄
金
の

葉
を
降
ら
す

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
五
号
（
一
九
五
二
年
二
月
十
七
日
）

262
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
反
対
者
中
に
精
神
科
敎
授
内
村
祐
之
ゐ
つ
こ
れ
も
医

师
界
の
ボ
ス
の
一
人

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

278
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
反
對
に
専
門
外
精
神
科
敎
授
内
村
祐
之
居
つ
此
奴
醫

師
界
ボ
ス
の
一
人

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
六
号
（
一
九
五
二
年
三
月
十
六
日
）

268
・
悲
し
み
を
怒
り
に
変
へ
る
術す
べ

知
ら
ず
庶
民
な
ど
と
甘
や
か
さ
れ
て

𫝆
を
㖮
へ
き

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
五
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

279
・
悲
し
み
を
怒
り
に
變
へ
る
術
知
ら
ず
庶
民
な
ど
と
甘
や
か
さ
れ
て

無
爲
の
七
年

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
七
号
（
一
九
五
二
年
四
月
二
十
日
ま
た

は
二
十
四
日
）

271
・
徴
兵
反
対
の
掲
示
眺
む
る
学
生
等
サ
フ
ラ
ン
の
鉢
か
ば
ひ
持
つ
一

人
あ
り

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
六
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

284
・
徴
兵
反
對
の
掲
示
圍
め
る
學
生
等
サ
フ
ラ
ン
の
鉢
を
か
ば
ひ
持
つ

一
人
あ
り

⽛
旭
川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
⽜
第
二
十
九
号
（
一
九
五
二
年
六
月
十
五
日
）

282
・
富
と
權
力
が
再
び
結
び
ゆ
く
過
程
ち
つ
ぽ
け
な
日
本
な
れ
ば
パ
ノ

ラ
マ
の
如
し

⽛
ア
ラ
ラ
ギ
⽜
一
九
五
二
年
八
月
号

其
二

土
屋
文
明
選

292
・
富
と
權
力
が
再
び
結
び
ゆ
く
過
程
ち
つ
ぽ
け
な
日
本
な
れ
ば
あ
り

あ
り
と
見
ゆ

（
⚗
）こ
の
一
首
の
み⽛
札
幌

前
川
正
⽜の
名
義
で
あ
り
、ほ
か
は⽛
旭

川

前
川
正
⽜
で
あ
っ
た
。

（
⚘
）
こ
の
二
首
は
⽛
旭
川

故
前
川
正
⽜
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。

な
お
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
北
海
道
立
図
書
館
北
方
資
料
室
、
北

海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
三
浦
綾
子
記

念
文
学
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。




